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25戸で942頭、繁殖農家は260戸の588頭か－
られ、発育体積に富み、資質もよく 、年々肥育技

術の向上がうかがわれます。

審査の結果は次のとおI)です。

☆去勢牛▽名誉賞小堀捨吉さんの「敬萩8号」

▽優等1席増子市男さんの「谷田号」 ▽同2

席樫村雄幸さんの「伴萩5号」 ▽|司3席坂

ノ上日出夫さんの「吉野号」

☆めす牛▽優等賞熊代金一さんの「いしいは
芸.号，
～ジョ
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さる、 10月1日と2日の2日間にわたって「肥

育牛共進会」が家畜市場で行われました。

この共進会は毎年1回開かれるもので、今年か

13回目。出品された肥育牛は、黒毛和橦の22カ月

以上の去勢牛54頭と28ヵ月以上のめす牛8頭の計

62頭。 1日の共進会では脂肪の付着や肉質なと・の

優劣を競う審査があり、 2日目の正午からはセリ

が行われました。

当市は肉用牛の繁殖と肥育をタイア､ソフ°させな

がら、高萩産牛の声価を高めており、肥育農家は

‘識鯛綱聯高萩市市民憲章辮蝿蝿騨“i郷繍燃繍蝋‘柵

名
声
高
い
協
高

肥

名
誉
賞
に
小
堀
捨
吉
さ
ん

の

一人口の動き－

10月1日現在

人 口 31 ，932

男 15， 635

女 16， 297

世 帯 8， 913

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１
１
１
１

会
開
か
る

前月比

(＋19）

(＋13）

(＋6）

(+12)

＝

〃

蜜鑿覧尋

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 ･ 1152です。
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暮らしの剛後ろ盾〃

配
偶
者
の
相
続
分
が
、
子
と
、
と
も

に
相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
二
分
の

一
（
今
ま
で
は
三
分
の
二
、
被
相
続

人
（
死
亡
し
た
人
）
の
直
系
尊
属
（
両

親
）
と
と
も
に
相
続
す
る
と
き
は
三

分
の
二
（
同
二
分
の
一
）
、
被
相
続
人

の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
相
続
す
る
と

き
は
四
分
の
三
（
同
三
分
の
二
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
《
民

法
第
九
○
○
条
）
。

同
時
に
、
配
偶
者
に
対
す
る
相
続

税
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
続
額
の
遺

産
の
二
分
の
一
以
下
（
今
ま
で
は
三

分
の
一
以
下
）
ま
た
は
四
千
万
円
以

下
の
場
合
は
、
課
税
さ
れ
な
い
こ
と

惑
節
一
九

に
な
り
ま
し
た
（
相
続

〆
配
偶
春
の
相
続
分
が
《
弾
壷
ゞ

ふ
》
引
き
上
げ
窓
迩
惑
も
た

あ
な
た
の
生
活
を
守
る
〃
法
律
〃

『』

ト民法の改正

「
遺
留
分
」
と
は
、
相
続
人
が
取

得
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
最
低
限

度
の
財
産
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
遺
留
分
は
、
直
系
卑

属
（
子
や
孫
）
の
み
が
相
続
人
の
場

合
、
及
び
直
系
卑
属
と
配
偶
者
が
相

続
人
の
場
合
は
相
続
財
産
の
二
分
の

一
、
そ
の
他
の
場
合
は
相
続
財
産
の

三
分
の
一
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

匁
不
の
一

遺
産
を
子
供
と
と
も
に
相
続
す
る
場
合
、
配
偶
者
の
相

続
分
が
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
「
民
法
及
び
家
事
審
判
法
」
の
一
部
が
五
月
九
日
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
係
の
深
い
主
な

改
正
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
施
行

遺留分も

今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
「
相

続
財
産
の
三
分
の
一
」
と
さ
れ
て
い

る
「
そ
の
他
の
場
合
」
の
中
で
、
①

配
偶
者
の
み
が
相
続
人
の
と
き
、
②

配
偶
者
及
び
直
系
尊
属
が
相
続
人
の

と
き
、
ま
た
は
③
配
偶
者
及
び
兄
弟

姉
妹
が
相
続
人
の
と
き
の
遺
留
分
が
、

相
続
財
産
の
二
分
の
一
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
配
偶
者
の
相
続
分
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
遺
留

分
に
つ
い
て
も
、
相
続
人
中
に
配
偶

者
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
す
べ
て
二

分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で

す
（
民
法
第
一
○
二
八
条
）
。

兄
弟
姉
妹
の

代
襲
相
続
に

制
限
が
設
け
ら
れ
る

こ
れ
ま
で
は
、
代
襄
相
続
人
（
相

ー

寄
与
分
制
度
と
は
、
亡
く
な
っ
た

人
の
財
産
を
維
持
し
た
り
増
や
し
た

り
す
る
の
に
努
力
し
た
相
続
人
に
対

し
、
そ
の
分
を
〃
ご
苦
労
賃
〃
と
し

て
上
積
み
し
て
相
続
さ
せ
る
こ
と
を

認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
農
家
や
商
店
な
ど
で
、

長
年
、
父
を
助
け
て
家
業
を
続
け
て

き
た
息
子
が
、
父
の
遺
産
を
相
続
す

る
場
合
、
寄
与
分
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。寄
与
分
の
額
は
、
相
続
人
全
員
の

話
し
合
い
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
折
り
合
い
が
つ
か
な
い

と
き
は
、
寄
与
し
た
相
続
人
の
請
求

（
申
立
て
）
に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判

所
が
寄
与
分
を
定
め
ま
す
（
民
法
第

九
○
四
条
の
二
）
。

続
人
が
死
亡
な
ど
に
ま
っ
て
相
続
す

る
こ
と
か
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

代
わ
り
に
相
続
す
る
人
）
の
範
囲

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、

被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人

で
あ
る
場
合
の
代
襲
相
続
人
は
、
兄

弟
姉
妹
の
子
（
被
相
続
人
の
お
い
、

め
い
）
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
民
法
第
九
○
一
条
第
２

項
）
。遺

産
分
割
の
適
正
に

‐
「
寄
与
分
制
度
Ｌ
を
新
設

(2)
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宰
曝
蕊
鴬

交
通
事
故
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

解
消
に
交
通
事
故
相
談
を
ご
利
用
く
だ

式
」
い
。相
談
日
は
、
毎
月
第
三
水
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
会
場
は
、

市
民
相
談
室
。

禰
鯉
鍔
謹
竪
差

人
件
侵
犯
事
件
の
救
済
・
訴
訟
の
援

助
な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
く
れ

ご
■
■
■

一
？
●

壷
間
恥
恥

■
■

ｒ
■
Ｐ
旬f

交
通
事
故
の
相
談

人
権
問
題
の
相
談

鱸
鍵
篝
篝
篝
篝
耀
鱸
鍵

は幸せな
●

■

“

ｄ

『

ま
す
。
委
員
は
次
の
方
で
す
。

大
和
田
知
之
（
有
明
町
・
電
ｅ
二
○

一
二
・
宇
佐
美
忠
（
安
良
川
・
己
一

四
八
八
）
・
長
久
保
忍
（
赤
浜
・
電
ｅ

四
四
二
二
）
・
鈴
木
広
次
（
上
君
田
・

竜
④
○
一
○
三
）
の
み
な
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
の
悩
み
は

児
童
の
問
題
で
お
困
ま
り
の
と
き
は
、

家
庭
児
童
相
談
へ
ど
う
ぞ
。

相
談
日
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
．
会
場
は
、
研
修
会

館
内
。

日
本
国
憲
法
は
「
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門

地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は

社
会
的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な

い
」
（
第
一
四
条
第
１
項
）

「
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁

判
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ
れ
な
い
」

（
第
三
二
条
）
と
、
法
の
下
の
平
等

と
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
数
判
に
必
要
な
費
用
が

な
く
て
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
か
で
き

な
い
場
合
は
、
こ
の
権
利
も
生
か
せ

ま
せ
ん
。
「
法
律
扶
助
制
度
」
は
、
こ
の
よ

う
な
〃
権
利
の
泣
き
寝
入
り
〃
を
防

､
辞

稚

拙

幽

齢

癖

穂

醇

零

跨

蔀

華

二

毛

竜

萎

二

雲

声

蓉

奪

宅

悪

寒

新

亜

調

■■

ー'

鍵
鍾
簔
篝

篝

ぐ
た
め
に
、
裁
判
で
勝
て
る
見
込
み

が
あ
り
な
が
ら
救
判
費
用
が
だ
せ
な

い
人
に
、
訴
訟
・
弁
護
士
費
用
な
ど

を
立
て
替
え
る
も
の
で
す
。

立
替
金
は
、
後
日
償
還
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
資
力
が
な
い
場
合

に
は
分
割
償
還
・
償
還
猶
予
、
償
還

免
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

こ
の
法
律
扶
助
制
度
は
、
交
通
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
や
借
地
・

借
家
の
争
い
か
ら
離
婚
請
求
に
い
た

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
民
事
上
の
ト
ラ

ブ
ル
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
、
法
務
局
・
地
方
法
務
局
の
人

椛
相
談
窓
口
、
ま
た
は
法
律
扶
助
協

会
（
各
都
道
府
県
の
弁
護
士
会
館
内
）

無料の法律・人権相談

と き ： 12月5日（金）午前10時

ところ：中央公民館

二階大会議室

から

I
錘#

相談貝：水戸弁護士会

人権擁護相談貝

法務局ほか

無料て､直接相談に応じてくれます。

毒
垂
議
潭
塞
毒
垂
窪
菱
罐
誇 ＃

L一

家
庭
内
の
心
配
ご
と

家
庭
内
の
悩
み
ご
と
な
ど
は
、
心
配

ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ
。

相
談
日
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
。
会
場
は
、
研
修
会

館
内国

・
県
・
市
へ
の
苦
情

国
や
県
・
市
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
が
抱
い
て
い
る
苦
情
や
要
望

意
見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
の
改
善
を
図

る
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

他
人
か
ら
土
地
や
建
物
を
貸
借
し

て
い
る
借
地
人
（
借
家
）
は
、
賃
貸
借

契
約
で
決
め
ら
れ
た
貸
料
を
地
（
家
）

主
に
支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
借
地
（
借
家
）
人
が
貰

料
を
支
払
お
う
と
し
て
も
、
自
分
の

責
任
で
な
い
事
情
で
支
払
い
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
地
（
家
）
主
が
貰
料
の

値
上
げ
を
主
張
し
て
、
そ
れ
ま
で
の

額
の
貨
料
を
受
け
取
ら
な
い
場
合
や
、

地
（
家
）
主
が
死
亡
し
て
そ
の
相
続

人
が
だ
れ
か
わ
か
ら
ず
、
支
払
先
が

は
っ
き
り
し
な
い
場
合
な
ど
が
そ
れ

て
す
。

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
弁
済
供
託
制
度
Ｌ
は
借

地
料
や
家
賃
支
払
い
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
す

ー

；市
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な

ど
は
、
一
般
市
民
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
相
談
日
は
、
平
日
の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
と
、
土
曜
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
。
会
場

は
、
市
民
相
談
室
。

相
談
日
は
、
毎
月
第
二
と
第
四
木
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で

会
場
は
、
市
民
相
談
室
。

直
接
相
談
す
る
場
合
は
、
神
長
新
一

相
談
貝
（
電
、
三
七
七
三
）
へ
ど
う
ぞ
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
借
地
（
借
家
）

人
は
支
払
義
務
を
果
た
す
こ
と
か
で

き
ず
、
不
都
合
な
状
態
に
陥
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
借
地
（
借

家
）
人
の
立
場
を
守
り
、
賃
料
の
支

払
い
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
弁
済

供
託
制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
借
地
（
借
家
）
人
が
、

国
の
機
関
で
あ
る
「
供
託
所
」
に
賃

料
を
預
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際

に
地
（
家
）
主
に
支
払
い
を
し
た
の

と
同
じ
法
律
上
の
効
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

弁
済
供
託
制
度
は
、
地
代
・
家
賃

の
支
払
い
だ
け
で
な
く
、
借
入
金
の

返
済
な
ど
の
場
合
に
も
利
用
で
き
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
賃
料
の
支
払

地
の
供
託
所
（
法
務
局
・
地
方
法
務

局
、
こ
れ
ら
の
支
局
及
び
法
務
大
臣

が
指
定
し
た
出
張
所
）
の
窓
口
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
般
の
市
民
相
談

鍵
薑

蕊

§
(3)
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水葵イキングコース

県道高萩里美線
管理所

市営駐車場

一
こ~＝至高萩市内

全

花貢川､、

鶏蕊鵠
花員ダム

ダムの堤体上は歩道に

雲霧

匡司整備されたところ

函〃予定地

蕊
Eヨ貯水地
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鴬

里

。
に
三
土
捨
場
は
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
言
臺
臺
三
三
三
三
一
三
言
三
一

三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
言
い
こ
い
の
場
所
に
一
三
二
三
三
訓

県
で
は
、
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
事
業
計
画
書
に
も
と
づ
い
て
、
昭
和
五
十

二
年
か
ら
花
員
ダ
ム
周
辺
の
環
境
整
備
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
五
十

五
年
度
に
は
す
べ
て
事
業
が
完
成
し
、
一
般
利
用
に
開
放
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
ダ
ム
貯
水
池
周
辺
の
整
備
、
緑
化
事
業
な
ど
を
進
め
、
好

ま
し
い
貯
水
池
環
境
と
と
も
に
地
域
住
民
に
対
し
「
水
と
緑
の
豊
か
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
を
提
供
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
四
か
年
継
続
事
業

で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

花
貫
ダ
ム
は
、
花
貫
川
総
合
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年

か
ら
予
備
調
査
を
始
め
、
四
十
三
年
に
は
道
路
工
事
が
進
め
ら
れ
、
四
十
五

年
八
月
に
堤
体
工
事
に
着
手
し
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
に
洪
水
調
節
・
不
特

定
用
水
・
水
道
用
水
・
工
業
用
水
の
供
給
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ
ム
と
し
て

完
成
し
た
貯
水
池
面
積
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
湖
岸
延
長
六
・
｜
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
ダ
ム
で
す
。

ダ
ム
周
辺
事
業
の
総
額
は
、
一
億
二
千
万
円
で
、
ダ
ム
貯
水
堤
よ
り
上
流

の
名
馬
里
が
渕
ま
で
、
”
二
四
○
メ
ー
ト
ル
の
県
道
高
萩
里
美
線
に
そ
っ
て

遊
歩
道
・
砂
場
・
ベ
ン
チ
・
ト
イ
レ
・
案
内
板
・
キ
ャ
ン
プ
場
（
名
馬
里
が
渕
）

四
季
を
通
じ
た
植
栽
（
う
め
・
カ
エ
デ
・
サ
ザ
ン
カ
・
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
な
ど
）

を
し
、
芝
を
植
え
る
な
ど
五
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
に
ダ
ム
周
辺
の
護

岸
工
事
や
植
生
、
縁
地
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
：
Ⅷ

さ
ら
に
、
今
年
は
ダ
ム
堤
体
下
流
右
岸
の
土
捨
場
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
さ
く
ら
を
中
心
と
し
た
植
生
整
地
で
、
そ
め
い
よ
し
の
三

二三
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篭

鎧
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市営駐車場唾

百
本
。
山
ざ
く
ら
百
本
。
お
お
し
ま
ざ
く
ら
百
本
・
や
え
ざ
く
ら
五
十
本
の

計
五
百
五
十
本
と
上
木
（
け
や
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
な
ど
）
二
百
八
十
本
の
合

計
八
百
三
十
本
が
植
栽
さ
れ
、
遊
歩
道
わ
き
に
は
ツ
ツ
ジ
や
は
ぎ
な
ど
を
寄

せ
植
え
し
防
護
棚
内
は
芝
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
環
境
の
よ
い
場
所
と
な
り

ま
す
。
ゞ
ゞ
”

袖

乢

抽
ま
た
、
ダ
ム
堤
体
を
通
っ
て
整
地
ま
で
降
り
ら
れ
る
階
段
の
工
事
も
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
貫
ダ
ム
環
境
整
備
事
業
が
、
す
べ
て
完
成
し
ま
す
と
、
ダ
ム
堤
体
（
貯

水
門
）
も
歩
道
と
し
て
通
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
市
街
地
や
海
が
‐
一
望
で

き
る
施
設
と
し
て
一
般
利
用
者
に
開
放
さ
れ
ま
す
。

碓
花
員
ダ
ム
は
花
園
花
貫
県
立
自
然
公
園
の
南
端
に
位
置
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

お
よ
び
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
入
口
に
あ
た
り
、
交
通
の
便
は
市
街
地
か
ら

八
キ
ロ
、
日
立
市
か
ら
二
○
キ
ロ
、
い
わ
き
市
か
ら
約
五
○
キ
ロ
で
へ
近
年

と
く
に
春
秋
期
に
は
利
用
客
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

↑
ダ
ム
周
辺
は
、
今
後
あ
た
ら
し
い
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
た
観
光
の
名
所
と
し

て
家
族
連
れ
や
市
民
の
楽
し
い
い
こ
い
の
場
所
と
し
て
大
き
な
期
待
が
よ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
“
“

ｰ


